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　人事部の皆さんご承知の通り，働き方改革関連法
案は順次施行が始まっている。規模の大きな会社な
ら顧問の社労士など外部へアウトソーシングしてお
けば安心と思われるかもしれない。しかし，就業規
則は備えておけばいいものではなく，自社の従業員
への周知までマストの課題だと捉えると，「一連の法
改正はウチの場合どうなんだっけ？」という視点で
今一度点検はしておいたほうが良さそうだ。特に，
労働時間など，罰則規定が伴い企業への規制が強化
された法改正部分は要注意だ。同一労働同一賃金で
は「均等」と「均衡」の概念把握とともに，場合に
よっては自社の賃金・手当の整理も迫られる。また，
時間外労働・休日割増の算定基準なども勘違いが起
きやすい。いずれも適切運用のためにはまず，確か
な基準を作り込んでおく必要がある。そこで，就業
規則策定のプロコンサルタントに依頼し，今，見直
しておきたい10のポイントを絞り込んだうえで，法
改正・運用実務の解説とともに，該当する就業規則（労
使協定）のモデル条文を示していただいた。規定の
整備および人事制度の適切運用のご参考までご活用
いただける内容だ。 （編集部）
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